
第１学年道徳指導案
平成 年 月 日 (金）１校時17 10 28

）１年４組 (男 名 女 名 計 名15 12 27

指導者 高橋 昌枝
大橋 文子

(すこやかサポート)
１ 主題名 自分の力で （１－( )節度・節制、自立）1

２ 資料名 しまのおさるたち (出典 学研）
３ 主題設定の理由
（１）価値について

第１学年及び第２学年の内容項目１－( )は 「健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、1 、
身の回りを整え、わがままをしないで、規則正しい生活をする 」となっている。基本的な生活。
習慣を身に付け、節度のある生活ができる児童を育てようとする内容項目である。これは、第３
学年及び第４学年の内容項目１－( )の「自分でできることは自分でやり、節度のある生活をす1

る 」に発展し、第５学年及び第６学年の内容項目では、１－( )「生活を振り返り、節度を守。 1

り節制に心掛ける 」に統合していく。。
、 、基本的な生活習慣をしっかりと身に付けることは 人間形成において極めて重要なことであり

この期に身に付けた生活習慣は、生涯にわたってあらゆる行為の基盤になるものである。他人に
依存した生活の中では、自分で考え積極的に活動できる真に自立した人間は育たない。
低学年の段階においては、健康や安全に気を付けること、物や金銭を大切にすること、身の回

りを整えることなどの具体的な指導を通して、わがままをしないで規則正しい生活をすることが
大切だということに気付くようにしていくことが必要である。特に「自分のことは自分でする」
ことは、集団生活を営む私たちにとってもっとも基本的なことであり、低学年のうちから身に付
けていかなければならない大切なことである。自分でやらなければならないことや自分でできる
ことを、他に依存することがないように、自立心を養わせ、自主的な心を育てていきたいと考え
る。

（２）児童について
本学級の児童は、入学してからさまざまな活動を経験し、学校生活に慣れてきた。それに従っ

て、活発になり、興味を持ったものについては何でもやりたがる傾向にある。清掃や給食当番活
動も手順を覚え、自分たちの力で行おうとしている。しかし、困難なことや給食でこぼした時の
後始末などの面倒なことについては途中で投げ出し、他の人の援助を期待する気持ちも強い。ま
た、学習に対しても友達や教師に頼り、自分の力で考えようとしなかったり、その大切さに気付
いていなかったりする。家庭での基本的生活習慣の様子についてアンケートをとった結果 「道、
具そろえ」や「洗顔 「入浴後の体ふきや着替え」などの基本的なことを家族に手伝ってもらっ」
ている児童が４割程度という実態もある。
そこで、自立することの大切さに気付かせ、他人に頼らず自分でできることは自分でやろうと

する気持ちを育て、節度ある生活をさせたいと考えた。
（３）資料について

本資料は、力が強くて親切な「だいきちざる」に日頃から頼ってばかりで、木登りも走ること
もうまくできない「しまのさるたち」の話である。ある日 「だいきちざる」が向こうのしまに、
でかけたとき、大嵐で帰れなくなった。さるたちは、自分たちでは食べ物もとれず、ただうろう
ろ歩き回るだけだったという内容である。親切な「だいきちざる」のおかげで楽に暮らしていた
さるたちの気持ちや、嵐の後、食べ物がなくなり不安な気持ちになっているさるたちの気持ちに
十分共感させながら、他人に頼ってばかりでは自立することができず、自分でできることは自分
の力ですることの大切さを理解させるのに適した資料である。

（４）授業の構想について
本時は、表現活動を取り入れて授業をすすめていく。

「気付く」段階では、家や学校での生活の様子についてのアンケートを活用し、価値の方向付け
を図りたい。
「深める」段階では、だいきちざるの親切に甘えて何でもやってもらっていたことは自分自身で
できることであり、当然自分の力でやらなければならないことであることに気付かせる。価値の
理解を深めていくために、表現活動を行うことで実感を伴って理解させたいと考える 「だいき。
ちざる」が帰ってこられなくなって、うろうろ歩き回る「さるたち」の様子を劇化し、自分たち
では何もできないことや途方に暮れる気持ちを十分感じとらせていきたい。さらに、それは人に
頼ってばかりいて怠けていたことが原因であることに気付かせ、自分でできることは自分でする
ことの大切さを理解させていきたい。
「 」 、 「 」 、見つめる 段階では 自分自身の中にも 自分の力でがんばる気持ち があることに気付かせ
認め励ましていきたい 「まとめる」段階では、自立心の強い児童の事例を、家庭からのメッセ。
ージで紹介し、意欲を高めていきたい。



４ 全教育活動における本時の位置付け
〈教科の時間〉 〈道徳の時間〉 〈特別活動・日常生活〉 〈子どもの意識〉

・一人で学校に来られるよ。節度・節制、自立
【 】生活「友だちになろうよ」 入学式 ４月

【４月】 学校生活に希望を持つ。
学校生活への関心を高め 主題名 わがままなきもち 【４月】 ・わがまま言わなきゃよかっ

安全に登校しようとする意欲 １－( )節度・節制、自立 身の回りの整理整頓【年間を通 た。1

を持つ。 資料名 かぼちゃのつる して】 道具箱や棚を整理整頓し ・みんなの言うことを聞いて
ねらい つるを切られたかぼちゃの行動を通して、人の忠告をよく聞く 使いやすいように心がける。 いればよかった。

学級活動「学校の登下校にな ことの大切さを知り、わがままをしないで規則正しい生活をし ・整頓すると使いやすいよ 。。
れる」 【４月】 ようとする気持ちを育てる。
学校、登下校の約束を理解

し楽しく安全に生活しようと 係活動 【６月から】 ・自分の仕事をがんばるよ。
する。 自分の仕事がわかり、進んで行

う。
主題名 ものをたいせつにするこころ 【８月】

１－( )節度・節制、自立1

資料名 おもちゃのかいぎ 清掃活動 【年間を通して】 ・大事にするよ。
生活・学級活動 なつやすみ ねらい 子どもたちに壊されたおもちゃの気持ちを通して、物を大事に 清掃の仕方を知り、みんなが気 ・なおしてあげるよ。「 」

【７月】 扱うことの大切さや、身の回りを整理することの気持ちよさに 持ちよく生活できるようにする。 ・掃除をすると気持ちいいね。
規則正しい生活について話 気づき、物を大切に使おうとする気持ちを育てる。

し合い、楽しい夏休みにする
【 】ための計画を立てる。 主題名 くじけないでがんばろう 月10

１－( )勤勉・努力 給食当番活動【年間を通して】 ・きれいな手で仕事をするよ。2

資料名 はたらけせっせ 配膳の仕方を知り、清潔安全に
ねらい せっせと働くありの姿を通して自分 気を付けて活動する。

がやらなければならないことは、く
じけずにやり通そうとする気持ちを
育てる。本時

主題名 じぶんのちからで 月 ・自分でやっていればよかっ【 】10

１－( )節度・節制、自立 た。1

資料名 しまのおさるたち ・自分のことは自分でできる
ねらい だいきちざるに頼ってばかりで困ってしまったさるたちの姿を ようにしよう。

生活・学級活動 ふゆやすみ 通して、自立することの大切さに気づき、他人に頼らず自分で「 」
月 できることは自分でやろうとする気持ちを育てる。【 】12

規則正しい生活について
話し合い、楽しい冬休みにす
るための計画を立てる。 １－（１）節度・節制、自立

ねらい 健康や安全に気をつけ、物や金銭を大切にし、
身の回りを整え、わがままをしないで、規則正
しい生活をする。



５ 本時の指導
（１）ねらい だいきちざるに頼ってばかりいたために困ってしまったさるたちの姿を通して、

自立することの大切さに気付き、他人に頼らず自分でできることは自分でやろうと
する気持ちを育てる。

（２）展開
段階 学習活動と主な発問 予想される児童の発言や心の動き 指導上の留意点や支援

１ 日頃の自分の生活の様 ・サポートはどの児童も
子を思い出す。 落ち着いて話を聞いた

気 り考えたりできるよう
○自分でやらなければなら ・道具そろえ に支援する。
ないことは、何ですか。 ・着替え ・基本的な生活習慣につ

・遊んだ後の片付け いてアンケートの結果
づ ・顔洗い を提示して、価値の方

向付けをしたい。
２ 資料を読んで感想を発
表し、学習のねらいを確

く かめる。
○このお話を読んで、どう ・だいきちざるは親切だな。 ・困ってしまったしまの
思いましたか。 ・自分で食べ物をとっていれば おさるたちへの感想を

よかったのに。 もとに課題をたてる。
・困っただろうな。

７ うろうろ歩きながら、しまのおさるたちはどんなこと
分 を考えたでしょう。

３ 「しまのおさるたち」
の気持ちを考え、話し合

深 う。
○だいきちざるに何でもし ・なにもしなくていいいから楽 ・自分では何もしなくて

、てもらっていたさるたち だな。 もいいことをつかませ
はどんな気持ちだったの ・だいきちざるはやさしいな。 だいきちざるに頼り切
でしょう。 ・だいきちざるがいてくれて助 っているさるたちの気

かるな。 持ちに共感させる。
・だいきちざるは親切だな。

め ・いつも世話をしてくれてあり
がとう。

○食べ物をどっさりおいて ・早く帰ってきてね。 ・でかけることになって
だいきちざるがでかけて ・気を付けてね。 も、自分たちでは何も
いく時、さるたちはどん ・食べ物をたくさんとってくれ しようとは思わないさ

る な気持ちで見送ったでし てありがとう。 るたちの気持ちをおさ
ょう。 えさせる。

◎うろうろ歩きながら、し ・だいきち早く帰ってきて。 ・役割演技をさせること
まのおさるたちはどんな ・困ったなあ。 で、自分たちでは何も
ことを考えたでしょう。 ・おなかがすいたよう。 できない状況やどうし

・誰か助けて。 ていいのかわからず困
・木の実をとりたいな。 り果てた気持ちを感じ
・木に登る練習をしよう。 取らせていきたい。そ



・自分のことは自分でしなくち の際、スムーズに劇化
３１ ゃだめだ。 できるようサポートの
分 教師がさる役になり支

援する。さらに、困っ
たという状況を嘆くだ
けではなく、これから
のことを考えさせるこ
とで、他人に頼らず自
立することの大切さに
ついても気付かせてい
きたい。

４ 今までの自分を振り返
見 る。
つ ○人に頼らないで、自分の ・一人で髪を洗うことができて ・自分にも「自分の力で
め 力でがんばったことは何 うれしかった。 がんばろう」という心

、る ですか。その時、どんな ・やればできると思った。 があることに気付かせ
５ 気持ちがしましたか。 ・またがんばろう。 自信をもたせたい。
分

ま ５ まとめをする
と ○人に頼らずに自分の力で ・私も、自分で布団をたたんで ・自立心の強い児童の事
め がんばっている児童のこ みようかな。 例を、家庭からのメッ
る とを教師が紹介する。 セージで紹介し、意欲

を高めたい。
２
分
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７ 資料分析
（１）ねらい だいきちざるに頼ってばかりいたために困ってしまったさるたちの姿を通して、自立することの大切さに気づき、他人に頼らず自分でできることは自分でやろ

うとする気持ちを育てる。
（２）資料名 しまのおさるたち （出典 学研）

だいきちざるにたのんで、しまのさ だいきちざるが向こうのしまに行く だいきちざるは帰れなくなり、おさるたちはうろ主
るたちは何もしなかった場面 場面 うろ歩き回る場面な

場
面

・とおいしまにさるがたくさん。 ・あるひ、だいきちざるはむこうのし ・おおあらしになり、だいきちざるはかえれなく把
・だいきちざるというちからがつよく まにようじででかけることに。 なった。握
しんせつなさるがいた。 ・たべものをどっさりとっておいてで ・たべものがなくなり、こまってきた。す

・じぶんたちはなにもしなかった。 かけていった。 ・どうしたらいいかわからずうろうろあるきまわべ
・すこしもこまらなかった。 るだけ。き

状
況

主 感謝 信頼 感謝 信頼 自立
人
公 依頼心 怠惰 依頼心 怠惰 不安 依頼心 反省
の

・ おなかがすいたなあ。どうしよう 」心 「 。
・じぶんたちはなにもしませんでした ・るすのあいだのたべものをどっさり ・ もううごくのも、いやになったよ 」の 。 「 。
・すこしもこまらなかったのです。 とっておいてでかけていきました。 ・ただ、うろうろあるきまわるだけでした。動

き

・自分のことは自分でしなくちゃだめだ。
・いつも世話をしてくれてありがとう ・たべものをたくさんとってくれてあ ・木に登る練習をしよう。児 。
・だいきちざるは親切だな。 りがとう。 ・木の実をとりたいな。童
・だいきちざるがいてくれて助かるな ・気を付けてね。 ・誰か助けて。の 。
・だいきちざるはやさしいな。 ・早く帰ってきてね。 ・おなかがすいたよう。反
・何もしなくていいから楽だな。 ・困ったなあ。応

・だいきち、早く帰ってきて。

○だいきちざるに何でもしてもらって ○食べ物をどっさりおいてだいきちざ ◎うろうろ歩き回りながら、さるたちはどんなこ発
いたさるたちは、どんな気持ちだ るがでかけていく時、さるたちは とを考えたでしょう。
ったのでしょう。 どんな気持ちで見送ったでしょう。問


